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IoTを利用する企業は増えています。
2018年に行った調査レポートと比較すると、IoTを
導入する企業は、29%から 34%へと急速に増加し
ました。その一因として、IoTを導入しやすくなった
ことがあげられます。現在多くの企業では、一からス
クラッチで構築するのではなく、費用対効果の高い既
成の IoTソリューションを導入する傾向があります。
IoTを導入している企業の 74％が、「IoTを導入して
いない企業は 5年以内に競争から脱落するだろう」
と考えています。競合他社に差をつけられる前に、今
すぐ行動を起こす必要があるでしょう。

IoTはあらゆる産業分野に変革を
もたらしています。
私たちは数多くの産業分野の企業を対象に調査を
行った結果、IoTは広範囲にわたって多大な影響を
もたらしていることがわかりました。例えば、自動車
業界における IoT導入企業の 86%は、「収益の増大
」や「自社製品の差別化」のために、すでに IoTを利
用している、または利用することを計画しています。
また、保険業界では 84%の IoT導入企業が「自社の
ビジネス戦略は IoT導入によって変革した」と回答
しています。全体でみると、IoT導入企業の 60%が、
「今後 5年間で IoTによって自分の業界が完全に変
革されるだろう」と述べています。それはあなたの業
界かもしれませんし、それはもう始まっているかも
しれないのです。

IoT導入企業の 95%はすでにそのメリットを実感
しています。半数以上（52%）は、「IoT導入による効
果が非常に大きかった」と回答し、79%は「IoTな
しでは不可能ともいえる前向きな結果をもたらし
た」と述べています。例えば、オペレーションコスト
の削減（53%）、データ収集の向上（48%）、既存の仕
組みからの増収（42%）など、メリットはさまざま
な側面であらわれています。IoTによるコスト削減
をあげた企業では、平均 18%のコスト削減を実現
しています。収益が増加したとする企業では、平均
19%の収益増加を実現しています。

60%
の IoT導入企業が、「IoTが 5年
以内に自分の業界を変革する」
と回答 

76%
の IoT導入企業は、「IoTプロジェ
クトは必須だ」と回答していま
す。また 12社に 1社では、「今で
はビジネス全体が IoTに依存し
ている」と回答しています。
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34%
の企業がすでに IoTを導入―
―輸送、製造、金融サービスな
どの業界ではそれ以上の割合
で導入が加速。  

運送およびロジスティクス企業は、
IoTによって車両や貨物、資産のロ
ケーションをリアルタイムで追跡
できるようになるため、燃料の使用
量の抑制、遅延の回避、問題の迅速
な対応が可能になります。

メリットは計り知れません。
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どうすればIoTからもっと多くを得られま
すか︖
Vodafoneは、数千もの企業との IoTプロジェクト開発のた
めの共同作業を通じて、最良の結果をもたらす秘訣を多く学
びました。そのようにして得られた知見を活かし、「IoT洗練
度指数」を利用した分析方法を考えつきました。洗練度指数が
低い IoT導入に向けて歩み始めたばかりの企業のうち 17%
は、「得られたメリットには大きな意味があった」と答えてい
ますが、洗練度指数が最も高い企業では、その数値は 87%に
ものぼります。

適切な通信方式を選ぶためには︖
現時点で、もっとも一般的に使われている IoT向け通信方式
は携帯電話通信（4Gおよび 4G+を含む）です。Wi-Fi（69%）、
固定回線（33%）、LPWA-省電力広域ネットワーク（25%）が
それに続いています。ところが、IoT活用において洗練度指数
が高い企業では、平均して 3種類の通信方式を併用する選択
をしています。これらの企業では、IoTプロジェクトによって
必要になる要件が異なることを理解しているからです。また、
半数以上（52%）の IoT導入企業は、将来を見越して 5Gの利
用を検討しています。

セキュリティはどう考えるべきですか︖
IoT導入企業のうち 84%は、「セキュリティに取り組む必要
はあるが、セキュリティを、イノベーションを諦める言い訳に
すべきではない」と回答しています。IoT導入企業は開発段階
でのデバイスの検証（40%）、IoTセキュリティの専門家を採
用する（39%）、デバイスを認証する（37%）、などさまざまな
手段を用いてデバイスを保護しています。また、IoT洗練度指
数の高い企業のうち 96%は、彼らのサプライヤーが IoTセ
キュリティリスクを効果的に管理するスキルを持っていると
考えています。つまり、セキュリティ対策はサードパーティか
ら協力を得ることも一つのアイデアです。

IoT導入企業の 60%は IoTの専門チームを組織しています。
多くのケースでは、この専門チームは複数の部署にまたがって
機能しています。これは、ビジネス戦略や、競合企業との差別化
のために IoTが担う役割が重要であると企業が考えているこ
とを裏付けているといえるでしょう。また IoT導入企業は自社
の組織だけではなく、外部からのサポートも求めているようで
す。IoT導入企業のうち 79%が、「過去 1年間で、IoTプロジェ
クトを遂行または管理するために、パートナーを利用すること
が増えた」と述べています。さらに、IoT活用において洗練度指
数の高い企業のうち 60%が、IoTの専門知識についてサード
パーティに依存していると回答しています。

さらに知見や助言を得るには、IoT 普及状況
調査レポート全文をお読みください。 
vodafone.com/iotbarometer

87%
の IoT洗練度が高い企業
が、「非常に大きなリター
ンがあった」と回答 

25%
の企業がすでに LPWAN
を利用し、52%の企業は
5Gの将来的な利用を検討

96%
の IoT洗練度指数の高い
企業が、彼らのサプライ
ヤーが IoTセキュリティ
リスクを効果的に管理す
るスキルを持っているこ
とを確信

IoT普及状況調査レポートが
あなたの疑問に答えます

必要な専門知識はどこで得られますか︖
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ボーダフォンIoT普及状況調査レポート2019について
本レポートの 1,430名の回答者は、幅広い地域、業界、企業規模、職務役割から厳
選されたメンバーによって構成されています。本年の調査回答者では、前年度と
類似のメンバー構成をなっているため、同一条件での比較分析を可能にしてい
ます。さらなる知見を提供するため、今年度はさらに 328 の IoT アダプターを
調査しました。これにより、アダプターがどのように考え、行動しているかにつ
いて、より深く掘り下げることができました。また、当社の IoT先進化指数を検
証し、実現したメリットとの相関を分析することも重視しました。 


